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１．はじめに  
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千葉県習志野市に位置する谷津干潟(図－1)は，か

つて広大な干潟の一部であったが，1970 年代に周囲

を埋め立てられ，面積約 40ha の潟湖干潟となった．

谷津干潟は現在，東京湾と谷津川・高瀬川の 2 河川

によって海水交換が行われている． 

しかし，近年谷津干潟では，大型緑藻類のアオサ

が異常繁茂し，景観の面および水質浄化機能の低下

の面から問題となっている． 

本研究では，アオサの繁殖原因を解明するため，

アオサの繁殖特性と栄養塩類吸収特性についてマイ

クロコズム実験により検討した． 

２．実験概要  

アオサは谷津川より採取(2006/12/7，21)した．藻

食性動物を除去するため，前処理として淡水に約 1

時間漬けた後 2cm×2cmに切断した．実験は，16cmW

×24cmD×15cmHのポリプロピレン製容器を 4台使い，

培養水 2lを入れて，吐出量 6.0l/minのポンプにより

空気を供給した． 

検討項目は，塩分濃度と栄養塩類とした．塩分濃

度を変化させた培養実験は，2006/12/8～15の期間に

行った．表－１に培養条件を示す．塩分濃度は 4 ケ

ースとし，各ケースに栄養塩類として，硫安(速効性

の窒素肥料 )6mg と過燐酸石灰 (速効性の燐酸肥

料)6mgを混合した肥料を 1日 1回施肥した．アオサ

の質量測定は 18:00に実施した． 

 表－２は，栄養塩類を変化させた培養条件である．

培養実験は 2006/12/23～30 の期間に行った.塩分濃

度はすべて 1％とし，施肥量は 4ケースとした．各ケ

ースの栄養塩類は，硫安と過燐酸石灰を 1:1 の比率

で混合し，1日 1回施肥した．また，実験前後の栄養

塩類の吸収量の分析を行った．分析項目は，NH4-N，

NO3-N，NO2-N，PO4-Pとした． 

 環境条件として，水温は 20℃とし，陽当たりの良

い室内に設置した． 

３．結
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図－１ 谷津干潟 

果および考察 

濃度によるアオサへの影響 

濃度別のアオサの質量変化を図

の重量は塩分濃度 1％のとき重量

度 2，3％では,アオサは減少傾向

0％では 4日目で完全に枯死した

類であるアオサは淡水での生育

あることがわかった． 

塩類によるアオサへの影響 

濃度 1％でアオサが生長したこと
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表－１ 培養条件（１）（塩分濃度変化）
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表－２ 培養条件（２）（栄養塩類変化）
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図－２ 塩分濃度別のアオサの質量変化
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図－４ NH4-N濃度の吸収量変化 
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度 1％に対する栄養塩類の影響を検討した．施肥量別

のアオサの質量変化を図－３に示す．すべてのケー

スにおいて質量変化量がわずかであることから，施

肥量の影響は小さいと考えられる． 

(3)アオサによる栄養塩類の吸収 

 栄養塩類量を変化させた培養実験において，栄養

塩類の吸収量を分析した．培養液中には，NO3-N，

NO2-Nの栄養塩類が含まれていなかったため，NH4-N，

PO4-Pの吸収量変化について検討する． 

 図－４～５は，アオサのNH4-N，PO4-Pを示したも

のである．アオサの栄養塩類吸収量は，PO4-Pよりも

NH4-Nの方が多い．このことから，アオサはPO4-Pよ

りもNH4-Nを多く吸収し生長すると考えられる．栄

養塩類の吸収量濃度を表－３に示す．表－３から，

栄養塩類の量が変化してもアオサの吸収量は変化し

ないということがわかる．栄養塩類を施肥していな

いケースAでは，吸収量が負の値を示しているが，こ

れはアオサが枯死して栄養塩類が溶出したためであ

ると考えられる． 

４．まとめ 

谷津干潟のアオサについて培養実験により繁殖お

よび栄養塩類吸収特性を検討した結果，以下のこと

がわかった． 

(1)谷津干潟のアオサは淡水では生長せずに腐敗し

枯死してしまい，繁殖しない．また，塩分濃度が

高くて

(2)栄養塩

変化は

(3)アオサ

栄養塩

化しな
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図－３ 施肥量別のアオサの質量変化
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図－５ PO4-P濃度の吸収量変化 

 ケース NH4-N PO4-P 

A -0.51 -0.19 
B 1.40 0.55 
C 1.75 1.25 

後の栄養塩濃度 
(mg/l) 

D 3.90 0.50 
A -0.26 -0.26 
B 1.75 0.65 
C 2.85 1.85 

後の栄養塩濃度 
(mg/l) 

D 6.00 2.25 
A 0.01 0.05 
B 2.22 3.30 
C 4.42 6.20 

分の栄養塩濃度 
(mg/l) 

D 10.17 11.45 

表－３ 栄養塩類の吸収量変化 

も著しい生長は見られない． 

類の量によってアオサの質量は目立った

見られない． 

は，PO4-PよりもNH4-Nを多く吸収する．

類の量が変化しても，アオサの吸収量は変

い． 
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